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南相馬市から３月１２日夜南相馬市から３月１２日夜南相馬市から３月１２日夜南相馬市から３月１２日夜  サイヤ社長のブログ    

    

いよいよいよいよいよいよいよいよ    Ｇｏｉｎｇ 

諦めることを諦めた。私は自分の意思を持って進みたい。 

2012 年 06 月 15 日(金) 23 時 07 分 59 秒 

http://ameblo.jp/kanasanndoo/entry-11278467022.html 

 

こんにちは、キャナです。 

 

明日と明後日は地区総体です(*^^*) 

ちなみに、明日は個人戦(￣▽￣;) 

 

それから、私は個人と団体戦のメンバーになることができまし

た。 

 

まだまだ未熟で、ハラハラドキドキですが、良い射をできるよう

に頑張りたいと思います。(しかも的前に立ったのは 3 日前

(汗)とても緊張します f(^ー^;) 

 

では、明日・明後日、頑張ります o(^o^)o 

    

############################################# 

南相馬市から６月１４日夜南相馬市から６月１４日夜南相馬市から６月１４日夜南相馬市から６月１４日夜    サイヤ社長のブログ 

福島県南相馬市で青果食品惣菜スーパー「Saiya」を経営し

ています。 新鮮な話題をお届け！ 2012-06-14 19:36:45 

http://blog.goo.ne.jp/shigeki2121/e/e6a065d9e514f5cf

2766946fa3987756 

『中国人の方たち』 

震災前には、多くの中国から働きに（おもに縫製会社）来てい

る方たちがよく買い物に来ていましたが、震災後帰ってしまっ

たようで、いなくなってしまったようです。 

よく、鳥の足を買いに来ていましたが。 

今日、中国人の方たちを雇用していた方と話をしましたが、震

災後、すぐに中国から福島県などに住んでいる中国人を避難

させるために係りの役人の方たちがきて、会津に拠点を作っ

て（宿泊所など）お金が無くても、パスポートが無くても、日本

から脱出させるために、新潟から一日１７便の船を本土から寄

越して、中国人みんな避難させたようです。 

さすが、共産党独裁の国です、やることが早いし、徹底してい

ます。パスポートが無くても日本政府に圧力をかけ瞬く間にパ

スポートが再発行されたようですしまたは再発行でなくても、

日本から出られたようです。 

そんなことを聞いた今日、なんと夕方、中国人、２人が買い物

にきました、男性でしたが、ただ何も買わずに帰って行きまし

たが、なぜ中国人だと分かったかというと、閉店間近だったの

で、何か探しているのか、聞いてみたら、返ってきた言葉が、

多分中国語でした。チンプンカンプンで、お互い意志の疎通

はできませんでした。 

 

南相馬市から６月１３日水朝南相馬市から６月１３日水朝南相馬市から６月１３日水朝南相馬市から６月１３日水朝     2012-06-13 05:02:24    

http://blog.goo.ne.jp/shigeki2121/e/4adccebb399b0ccf

54c73a909e539a9d 

『災害ユートピア』 

中小企業の経営者の視点から考えると 

今は災害ユートピアの真っ最中なのでしょうか？そうだとした

ら、いつまで続くのでしょうか？ 

今、この街の中小経営者たちは、皆、災害復旧、復興される

間は良いが、問題はその後どうなるのか？ということです。そ

れが２，３年先なのか？もう少し続くのか？将来のこの街はど

うなるのか？誰に聞いても明確な答えはありませんが、人口

は減るだろう、若い世代は減るだろう、今までとは違う、これま

でとは違う、現実が待っているようだと。 

南相馬市にふるさとに帰れない小高区、浪江、双葉、飯館、

の方たちが住まれそうだと、少しでも近くにいたいとのことから、

南相馬市での生活を希望される方たちも多くいるようです。 

そうしたことで、人口が増える可能性はありますが、そうした方

たちは年配の方が多いようです。今までのような世代交代が

できていく社会がこの町ではできていくのか、それとも超高齢

化社会が２，３年後にこの町に訪れようとしています。これがピ

ンチなのか？それともチャンスに変えれるのか？この町で生

きていく以上、商売を続けていく以上、待ったなしで考えなく

てはなりません。ん～、楽しい？かな、楽しみに変えなくては

なりませんが。 

 

南相馬市から６月１０日夜南相馬市から６月１０日夜南相馬市から６月１０日夜南相馬市から６月１０日夜     2012-06-10 20:03:05    

南相馬ブログ新聞 

インターネット上のブログ（日記の一種：掲載許可済

み）等からの転載です。執筆者は南相馬市関係の

方（滞在の方・避難された方等）が主体です。内容内容内容内容

は個人の意見であり公のものではありませんがそは個人の意見であり公のものではありませんがそは個人の意見であり公のものではありませんがそは個人の意見であり公のものではありませんがそ

れぞれの立場での本音が書かれています。れぞれの立場での本音が書かれています。れぞれの立場での本音が書かれています。れぞれの立場での本音が書かれています。同じ被

災者・市民同士の生の意見として参考にしていただ

ければ幸いです。 

編集・発行 NPO ながおか生活情報交流ねっと soiga01@gmail.com、 

新聞PDF 置場 http://www45.atwiki.jp/soiga/pages/137.html  
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http://blog.goo.ne.jp/shigeki2121/e/bee85de2f6891590

80a9185cd8d9406c 

『とどけ鳥』 

６月からサイヤの隣のＡ＆Ｓが放射能測定センター・とどけ鳥

としてオープンしました。 

ＮＰＯチェルノブイリ救援・中部さんのチェルノブイリでの医療、

物資の支援をはじめ「菜の花プロジェクト」などに取り組んでこ

られた実績や知識をこの南相馬市をはじめ福島県の未来を

取り戻すためにさらなる活動をするために始まりました。 

これから私たちは、良くはないですが、放射能とともに生きて

いかなくてはなりません、そのためには食品の放射能の測定

は大事な事です。その測定をし情報を開示していき、みんな

で知恵をだしていくための施設として活動されていくようで

す。 

 

「届けみんなのこころ、よみがえれ、命めぐる大地」 

 

この想いをこめて、愛称を「とどけ鳥」と名付けられたようです。 

ホームページは（南相馬市 とどけ鳥）で検索するとみられます。 

みなさん、応援してくださいね。 

 

測定しただけではなく、その情報を開示することはとても大事

だと思います。 

正しく、正直に開示し、判断はその人それそれがすればいい

のでしょう。 

 

市場でも測定したから大丈夫と言っても本当かどうか、心配で

すよね、やはり正しい情報を開示しみんなで見ていくことが必

要でしょうね。 

############################################# 

可能性いっぱい可能性いっぱい可能性いっぱい可能性いっぱい    負けてらんにぇ！みんなでなんとか

すっぺ！！ 

南相馬市から新潟県三条市へ集団避難した者たちの

現地報告です。 2012-06-12 16:26:37  

http://blog.goo.ne.jp/minamisoumashi-hinan/e/b0bce9

10fce9c7cf09c3e5ccc49dce2e 

 

大遠足 

「 ああすればよかった こうすればよかった 」と 

過ぎ去った方向ばかり見てきた 後ろ向きの自分から 

「 ああもできる こうもできる 」と 

今 目の前の成そうとすることだけに目を向ける 

 

・・・ 可能性いっぱいの自分。 

 

はい この歳なっても ワクワクする毎日です ・・・ 感謝。 

 
 

結ぶ結ぶ結ぶ結ぶ    ・・・・    結び結び結び結び     

2012-06-16 05:37:30  

http://blog.goo.ne.jp/minamisoumashi-hinan/e/455f6d3

f1285abecd1014fc4dcda13d9 

 

大遠足 

 

結ぶ。 

 

相対立するものが ・・・ より添う。 

隙間なく ・・・ 親しむ。 

ついに ・・・ 一体となる。 

これが ・・・ この世の中の秩序の基本。 

 

男女  陰陽  左右  明暗 ・・・ すべてが対立です。 

しかも すべてが調和し 統一されています。 

 

だから ・・・ 混乱がありません。 
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############################################# 

今日のできごと今日のできごと今日のできごと今日のできごと    6666 月月月月 17171717 日日日日((((日日日日))))南相馬市生活復興ボラ

ンティアセンターのブログ  2012-06-17 17:15:08 

http://ameblo.jp/minamisoma-svc/entry-11279837

329.html  

 今日は朝から雨が降っていて、屋外ボランティア活動をやる

べきか、ひじょ～に迷いました。 

 

 天気予報を見ると、だんだんと良くなるよう・・・。 

 でも、今は降っている・・・。  どうしよう・・・。 

 悩んでいる間にもボランティアさんの人数は増えていく・・・。 

 「よし、天気予報を信じて！今日は、屋外ボランティア活動を

やりましょう。」 

 と、決めたら、雨がやみました。 

 いや～、本当に良かったです。 

 午後からは、天気が良くなりすぎて、気温がどんどん上がっ

てしまいました。 

 

 ボランティアのみなさんは、暑かったのではないかと思いま

す。 

 なかなか、ちょうどよくとはいかないものですね。 

 

本日の屋外ボランティア活動は、 活動場所 ２件 

        活動いただいた方 ５９人   でした。 

 

仮設住宅支援のボランティア活動は、 活動場所 ２件 

        活動いただいた方  ２人 でした。 

 

合計６１人のボランティアのみなさん、ありがとうございました。 

 

############################################# 

平成平成平成平成 24242424 年相馬野馬追まで、年相馬野馬追まで、年相馬野馬追まで、年相馬野馬追まで、47474747 日日日日  

ゆっ太郎 (2012.06.11 10:30) 相双ゆたどさ ゆったり

がどっさり。～ふくしま相双～  

http://yumesoso.jp/yutadosa/archives/5595.html 

6/9(土)、南相馬市原町区で平成 24 年度 相馬野馬追保存会

と第 1 回相馬野馬追執行委員会が持たれました。 

 

昨年 2011 年は東日本大震災により亡くなられた方々の鎮魂

を願いまた、相双地域の復興のシンボルとなるべく『平成 23

年度東日本大震災復興 相馬三社野馬追』として 

規模を縮小し開催されました。 

【相双ゆたどさ】 

  ：平成 23 年度東日本大震災復興相馬三社野馬追宵祭 

  ：平成 23 年度東日本大震災復興相馬三社野馬追～その壱～ 

  ：平成 23 年度東日本大震災復興相馬三社野馬追～その弐～ 

  ：平成 23 年度東日本大震災復興相馬三社野馬追～その参～ 

  ：2012 年相馬野馬追まで、あと 340 日 

  ：平成 24(2012)年相馬野馬追まで、あと 176 日 

  ：平成 24 年度相馬野馬追まで、あと 120 日 

  ：平成 24 年度相馬野馬追まで、あと 54 日 

  ：相馬野馬追記録映像 

 

今年度開催の相馬野馬追は小高郷、標葉郷からの騎馬も出

陣。 

中日 7 月 29 日(日)の雲雀ヶ原本祭場地での甲冑競馬、神旗

争奪戦 

30 日の野馬懸も、小高郷、標葉郷によるお行列は中止となり

ますが野馬の追い込み、御小人による素手での裸馬の捕獲、

上げ野馬の御神事を小高神社境内と東参道で、例年通りの開

催と発表されました。 
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また、第三十三代御当主 和胤公よりの御下命により今年度の

総大将は、立谷相馬市長が平成 22 年度開催以来、二年ぶり

に務めることも発表されました。 

 

(上記画像は、平成22(2010)年度開催で総大将を務められた立谷相馬市長) 

 

相馬野馬追開催まで、47 日です。 

 

【相馬野馬追執行委員会 公式ページ】 

(URL：http://www6.ocn.ne.jp/~nomaoi/) 

 

記録映像「野馬追」（野馬追 2011 年＋過去の野馬追ダイジェ

スト）[完成版] 

(再生時間：25 分 07 秒) 

 

############################################# 

小中学校について小中学校について小中学校について小中学校について    

南相馬市 東日本大震災関連情報 

(H24.6.4 更新） 

http://www.city.minamisoma.lg.jp/i/k/kyoiku/syou-tyu-

sigyo.jsp  

 

 平成23年4月22日（金）から鹿島区の小中学校施設等で学

校を再開しています。  

一つの学校に複数の学校が同居していたことから仮設教室・

仮設校舎を設置して教育環境の改善するよう努め、仮設教室

は２学期初めから、仮設校舎は 11 月下旬から実際に使用を

開始しています。 

 鹿島区・原町区内の全ての小中学校の除染が終了し、緊急

時避難準備区域の解除に伴い、原町区内の 5 つの小中学校

が 10 月17日（月）から、震災被害の修繕が完了した 3 つの小

学校が１月 10 日（火）から、震災被害の修繕完了及び放射線

量が比較的高いことから、除染作業等の結果を参考に、使用

の再開時期を検討するとしていた 4 つの小中学校が 2 月 27

日（月）から自校での授業を再開しています。 

 

詳しい小中学校の動向については、以下をご覧ください。 

（※編集より：ホームページからのリンク先、もしくは下記電話

で詳細情報をお調べいただけると思います。） 

 

1.学校の開設場所等 

2.スクールバスについて 

3.給食について 

4.屋外活動について 

5.適応指導教室等開設について 

6.市内の学校に戻る場合の手続き 

7.仮設校舎について 

8.校庭の土の放射線量について 

9.除染の結果 

10.区域外就学について 

 

【学校教育課】 

0244-24-5283 

【教育総務課】 

0244-24-5282 


